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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 29日 (2005.6.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 の い ず れ か １ 種 以 上 を ベ ー ス と し て 、

合 金 皮 膜 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

Ｒ ｅ ， Ｗ ， Ｍ ｏ お よ び Ｎ ｂ Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ
ｇ ， Ｎ ｂ ， Ｆ ｅ ， Ｍ ｏ ， Ｗ ， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ の う ち 前 記 の 元 素 と は 異 な る 少 な く と も １ 種
以 上 を 含 有 す る

Ｒ ｅ を ベ ー ス と し て 、 Ｃ ｒ と Ｎ ｉ を 合 金 元 素 と し て 含 有 す る 、 基 本 的 に Ｒ ｅ － Ｃ ｒ － Ｎ
ｉ 三 元 系 合 金 か ら 成 る 合 金 皮 膜 。

Ｒ ｅ を ベ ー ス と し て 、 Ｃ ｒ ， Ｎ ｉ ， Ｗ お よ び Ａ ｌ を 合 金 元 素 と し て 含 有 す る 、 基 本 的 に
Ｒ ｅ － Ｃ ｒ － Ｎ ｉ － Ｗ － Ａ ｌ 五 元 系 合 金 か ら 成 る 合 金 皮 膜 。

Ｗ を ベ ー ス と し て 、 Ｃ ｒ と Ｎ ｉ を 合 金 元 素 と し て 含 有 す る 、 基 本 的 に Ｗ － Ｃ ｒ － Ｎ ｉ 三



【 請 求 項 ５ 】
　 Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ の い ず れ か １ 種 以 上 化 物 ま た は フ ッ 化 物 と 、

め っ き を 施 す こ と を
特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　

【 請 求 項 ７ 】
　 Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， の い ず れ か １ 種 以 上

【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の こ と を 特 徴 と す る
高 温 装 置 部 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 の い ず れ か １ 種 以 上 を ベ ー ス と し
て 、

合 金 皮 膜 で あ る 。 こ の 合 金 皮 膜 は 、 １ １ ０ ０ ℃
以 上 、 更 に は １ １ ５ ０ ℃ 以 上 の 高 温 に お い て も 安 定 で あ る と と も に 、 優 れ た 耐 食 性 を 持 ち
、 し か も Ｎ ｉ ， Ａ ｌ な ど の 外 方 お よ び 酸 化 剤 な ど の 内 方 へ の 拡 散 を 抑 制 す る こ と が で き る
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元 系 合 金 か ら 成 る 合 金 皮 膜 。

お よ び Ｔ ａ の 塩 Ｃ
ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ か ら 選 ば れ る 元 素 の う
ち 少 な く と も １ 種 以 上 の 塩 化 物 あ る い は フ ッ 化 物 か ら 成 る 溶 融 塩 中 で

塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 の 支 持 塩 中 に 、 Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ お よ び Ｔ ａ の い ず れ か １
種 以 上 と 、 Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ か ら 選 ば
れ る 元 素 の う ち 少 な く と も １ 種 以 上 を 添 加 し 、 更 に 塩 素 ガ ス ま た は 塩 化 水 素 ガ ス を 導 入 し
て こ れ ら の 塩 化 物 を 生 成 さ せ た 溶 融 塩 中 で め っ き を 施 す こ と を 特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の 形 成
方 法 。

Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ お よ び Ｔ ａ の 第 １ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物
と 、 Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ の う ち 前 述 の 元
素 と は 異 な る 少 な く と も １ 種 以 上 の 第 ２ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 を 含 む 溶 融 塩 中 で 、 前 記
第 １ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に 含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と 第 ２ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に
含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と の 合 金 を 電 極 と し て め っ き を 施 す こ と を 特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の
形 成 方 法 。

Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ お よ び Ｔ ａ の い ず れ か １ 種 以 上 の 第 １ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物
と 、 Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ の う ち 前 述 の 元
素 と は 異 な る 少 な く と も １ 種 以 上 の 第 ２ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 を 含 む 溶 融 塩 中 で 、 前 記
第 １ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に 含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と 第 ２ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に
含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と を 電 極 と し て 、 交 互 ま た は 同 時 に め っ き を 施 す こ と を 特 徴 と す
る 合 金 皮 膜 の 形 成 方 法 。

１ ４ 合 金 皮 膜 を 被 覆 し た 基 材 を 用 い た

請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 合 金 皮 膜 を 、 基 材 と 熱 遮 蔽 皮 膜 と の 間 に 介 在 さ せ た
こ と を 特 徴 と す る 高 温 装 置 部 材 。

請 求 項 ５ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 で 基 材 の 表 面 に 合 金 皮 膜 を 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る 高 温 装 置 部 材 。

請 求 項 ５ 乃 至 ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 で 基 材 の 表 面 に 合 金 皮 膜 を 形 成 し 、 こ の 合 金 皮
膜 の 表 面 に 熱 遮 蔽 皮 膜 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 高 温 装 置 部 材 。

Ｒ ｅ ， Ｗ ， Ｍ ｏ お よ び Ｎ ｂ
Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｎ ｂ ， Ｆ ｅ ， Ｍ ｏ ， Ｗ ， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ の う ち 前 記 の 元 素

と は 異 な る 少 な く と も １ 種 以 上 を 含 有 す る



。
　

　

　

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ の い ず れ か １ 種 以 上 の 塩
化 物 ま た は フ ッ 化 物 と 、

め っ き を 施 す こ と を 特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の 形 成 方 法 で あ る 。 こ れ に よ り 、 前 述 し た
溶 融 塩 め っ き の 持 つ 利 点 を 生 か し て 、 合 金 皮 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。 更 に 、 欠 陥 の 少
な い 緻 密 な 合 金 皮 膜 を 形 成 で き る た め 、 従 来 、 耐 熱 ・ 耐 食 性 が 不 十 分 で あ っ た Ｐ ｔ ， Ｒ ｈ
基 の 合 金 皮 膜 に 関 し て も 、 十 分 な 特 性 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、

で あ る 。 こ れ に よ り 、 き 裂 等 の 欠 陥 の な い 緻 密 な 合 金 皮 膜
を よ り 安 価 に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 の 支 持 塩 と し て は 、 周 期
律 表 で 、 ア ル カ リ 金 属 と ア ル カ リ 土 類 金 属 の 元 素 の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 の 支 持 塩 等 を 使
用 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， の い ず れ か １ 種 以 上

で あ る 。 こ れ に よ り 、 安 定 し て め っ き を 施 せ る た め 、
よ り 緻 密 な 皮 膜 を 形 成 で き る と 共 に 、 組 成 制 御 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 Ｒ ｅ を ベ ー ス と し て 、 Ｃ ｒ と Ｎ ｉ を 合 金 元 素 と し て 含 有 す る
、 基 本 的 に Ｒ ｅ － Ｃ ｒ － Ｎ ｉ 三 元 系 合 金 か ら 成 る 合 金 皮 膜 で あ る 。

請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 Ｒ ｅ を ベ ー ス と し て 、 Ｃ ｒ ， Ｎ ｉ ， Ｗ お よ び Ａ ｌ を 合 金 元 素
と し て 含 有 す る 、 基 本 的 に Ｒ ｅ － Ｃ ｒ － Ｎ ｉ － Ｗ － Ａ ｌ 五 元 系 合 金 か ら 成 る 合 金 皮 膜 で あ
る 。

請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 Ｗ を ベ ー ス と し て 、 Ｃ ｒ と Ｎ ｉ を 合 金 元 素 と し て 含 有 す る 、
基 本 的 に Ｗ － Ｃ ｒ － Ｎ ｉ 三 元 系 合 金 か ら 成 る 合 金 皮 膜 で あ る 。

５ お よ び Ｔ ａ
Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ お よ び

Ｒ ｈ か ら 選 ば れ る 元 素 の う ち 少 な く と も １ 種 以 上 の 塩 化 物 あ る い は フ ッ 化 物 か ら 成 る 溶 融
塩 中 で

６ 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 の 支 持 塩 中 に 、 Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， Ｒ ｈ ， Ｐ
ｔ お よ び Ｔ ａ の い ず れ か １ 種 以 上 と 、 Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ
， Ｐ ｔ お よ び Ｒ ｈ か ら 選 ば れ る 元 素 の う ち 少 な く と も １ 種 以 上 を 添 加 し 、 更 に 塩 素 ガ ス ま
た は 塩 化 水 素 ガ ス を 導 入 し て こ れ ら の 塩 化 物 を 生 成 さ せ た 溶 融 塩 中 で め っ き を 施 す こ と を
特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の 形 成 方 法

７ Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ お よ び Ｔ ａ の 第
１ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 と 、 Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ
お よ び Ｒ ｈ の う ち 前 述 の 元 素 と は 異 な る 少 な く と も １ 種 以 上 の 第 ２ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化
物 を 含 む 溶 融 塩 中 で 、 前 記 第 １ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に 含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と 第 ２
の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に 含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と の 合 金 を 電 極 と し て め っ き を 施 す こ
と を 特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の 形 成 方 法



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、

で あ る 。 こ れ に よ り 、 合 金 皮 膜 の 組 成 及
び 構 造 を 自 由 に 制 御 す る こ と が で き る 。
　 上 述 の 合 成 皮 膜 の 形 成 方 法 に お い て 、 Ｒ ｅ 等 の ベ ー ス 合 金 元 素 の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物
と 、 Ａ ｌ 等 の 耐 食 性 付 与 合 金 元 素 の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 と は 、 一 般 に Ａ ｌ ： Ｒ ｅ ＝ １ ：
０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ 、 好 ま し く は １ ： ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ２ の モ ル 比 で 使 用 さ れ る 。 ま た 、 め っ
き 温 度 は １ ５ ０ ～ ８ ０ ０ ℃ で あ り 、 め っ き 時 間 は １ ０ 分 ～ １ ０ 時 間 で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、

こ と を 特 徴 と す る 高 温 装 置 部 材 で あ る 。 こ れ に よ り 、 基 材 の 表 面 を 被 覆 し た 合 金
皮 膜 を 介 し て 、 基 材 の 腐 食 ・ 損 傷 劣 化 を 軽 減 し て 、 高 温 装 置 部 材 の 寿 命 を 延 伸 さ せ る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 合 金 皮 膜 を 基 材 と 熱
遮 蔽 皮 膜 と の 間 に 介 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 高 温 装 置 部 材 で あ る 。 こ れ に よ り 、 基 材 と
熱 遮 蔽 皮 膜 と の 間 に 介 在 さ せ た 合 金 皮 膜 を 介 し て 、 基 材 と の 反 応 に よ る 熱 遮 蔽 皮 膜 の 劣 化
、 及 び 基 材 内 部 へ の 雰 囲 気 ガ ス の 侵 入 を 防 止 し て 、 高 温 装 置 部 材 の 寿 命 を 延 伸 さ せ る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 方 法 で 基 材 の 表 面 に 合
金 皮 膜 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 高 温 装 置 部 材 で あ る 。 こ れ に よ り 、 基 材 の 表 面 を 被 覆
し た よ り 優 れ た 拡 散 障 壁 と な り 得 る 合 金 皮 膜 を 介 し て 、 基 材 の 腐 食 ・ 損 傷 劣 化 を 軽 減 し て
、 高 温 装 置 部 材 の 寿 命 を 延 伸 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
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８ Ｒ ｅ ， Ｉ ｒ ， Ｒ ｈ ， Ｐ ｔ お よ び Ｔ ａ の い ず れ か １ 種 以 上 の 第
１ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 と 、 Ｃ ｒ ， Ａ ｌ ， Ｓ ｉ ， Ｍ ｇ ， Ｔ ａ ， Ｎ ｉ ， Ｃ ｏ ， Ｆ ｅ ， Ｐ ｔ
お よ び Ｒ ｈ の う ち 前 述 の 元 素 と は 異 な る 少 な く と も １ 種 以 上 の 第 ２ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化
物 を 含 む 溶 融 塩 中 で 、 前 記 第 １ の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に 含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と 第 ２
の 塩 化 物 ま た は フ ッ 化 物 に 含 ま れ る 金 属 の 一 種 以 上 と を 電 極 と し て 、 交 互 ま た は 同 時 に め
っ き を 施 す こ と を 特 徴 と す る 合 金 皮 膜 の 形 成 方 法

９ 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 合 金 皮 膜 を 被 覆 し た 基 材
を 用 い た

１ ０ 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 、

１ １ ５ ８



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 乃 至 の い ず れ か に 記 載 の 方 法 で 基 材 の 表 面 に 合
金 皮 膜 を 形 成 し 、 こ の 合 金 皮 膜 の 表 面 に 熱 遮 蔽 皮 膜 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 高 温 装 置
部 材 で あ る 。 こ れ に よ り 、 基 材 と 熱 遮 蔽 皮 膜 と の 間 に 介 在 さ せ た 選 り す ぐ れ た 拡 散 障 壁 と
な り 得 る 合 金 皮 膜 を 介 し て 、 基 材 と の 反 応 に よ る 熱 遮 蔽 皮 膜 の 劣 化 、 及 び 基 材 内 部 へ の 雰
囲 気 ガ ス の 侵 入 を 防 止 し て 、 高 温 装 置 部 材 の 寿 命 を 延 伸 さ せ る こ と が で き る 。
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